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まちの話題
みんなの広場

行政トピックス（鳩山町保健推進協力委員公募・
「はつらつ教室」参加者募集 ほか）

暮らしの広場
生涯学習
おしらせのページ

『伝承鳩』

介護予防・日常生活支援総合事業が３月からスタート
確定申告等をお忘れなく ほか
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今
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改

正
に
よ
り
、新
た
に「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
以
下

「
総
合
事
業
」と
い
い
ま
す
。）」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。総
合
事
業

は
、町
が
実
施
す
る
も
の
で
、介

護
保
険
の
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
方
か
ら
一
般
高
齢
者
ま

で
を
対
象
に
、多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
で
す
。（
３
㌻

図
１
参
照
）

　

町
で
は
、今
後
町
内
の
事
業
所

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。こ
の
う
ち
、平
成
28

年
３
月
か
ら
は
、現
在
の
要
支
援

１
・
２
の
方
が
利
用
す
る
訪
問
介

護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）と
通
所
介

護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）が
、総
合
事

業
へ
移
行
し
ま
す
。

み
に
変
わ
り
ま
す
。（
３
㌻
図
２

参
照
）

　

こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、必
要
な

要
件
を
満
た
し
た
事
業
対
象
者

は
、手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
要

支
援（
要
介
護
）認
定
の
手
続
き
を

経
る
こ
と
な
く
、事
業
を
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。（
介

護
予
防
給
付
事
業
に
よ
る
訪
問
看

護
や
福
祉
用
具
貸
与
等
を
利
用
す

る
場
合
は
、引
き
続
き
要
支
援
認

　

総
合
事
業
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、新
た
に「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」を
受
け
る
な
ど
の
仕
組

要
介
護
認
定
等
を
経
ず
に

迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ

き
が
い
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
活

動
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
り
ま
す
。高
齢
者
を
支
援
す
る

体
制
を
作
る
た
め
に
は
、従
来
の

訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、若
い
世
代
の
方
か
ら
町
民
皆

さ
ん
の
見
守
り
や
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、総
合
事
業
で
は
、地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、高
齢

者
の
介
護
予
防
活
動
や
生
活
支
援

な
ど
の
自
主
的
な
取
り
組
み
も
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
９
６

－

７
７
０
０
）

ま
た
は
役
場
高
齢
者
支
援
課（
☎

２
９
６

－

１
２
１
０
）

　

高
齢
化
社
会
と
と
も
に
、介
護

や
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、要
介
護
認
定
率
を
上

昇
さ
せ
な
い
た
め
の
介
護
予
防
が

重
要
で
す
。そ
し
て
、高
齢
者
同
士

の
支
え
合
い
や
、地
域
に
見
守
り

の
目
や
家
事
等
の
援
助
者
、サ
ロ

ン
な
ど
の
社
会
資
源
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、生
活
に
必
要
な
買
い

物
や
掃
除
の
支
援
、高
齢
者
が
生

地
域
の
支
え
合
い
を
広
げ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

要
支
援
者
の
「
訪
問
介
護
」

 

「
通
所
介
護
」
は
町
の
事
業
へ

いつまでもイキイキと暮らす
支え合い講座を開催

住み慣れた町でいつまでも生活できる　体制整備をめざして

介護予防・日常生活支援 総合事業が３月からスタート
対象

要
支
援
者
・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者

１
号
被
保
険
者
・
支
援

活
動
に
関
わ
る
方

図１：介護予防・日常生活支援総合事業の体系図

図２：介護予防・日常生活支援総合事業のサービス利用の流れ

いいえ　または明らか
に要介護状態の場合

はい または
分からない

介護予防・生活支援サービス事
業（サービス事業）

一般介護予防事業

平成28年３月から順次実施

訪問型サービス
（第１号訪問事業）

【現行サービス相当】①訪問介護事業者が行う身体介護・生活援助
【 多様なサービス】①事業者による緩和した基準による生活援助（掃除・

調理等）　②住民主体による生活支援（掃除・調理・買い物・庭木手
入れ等）　③町保健師による訪問指導　④ボランティア等による移動
支援や移送前後の生活支援

【現行サービス相当】①通所介護事業者が行うデイサービス　
【 多様なサービス】①事業者による緩和した基準による機能訓練（ミニ

ディサービス・運動等）　②住民主体による通所支援（サロン・カフェ・
体操教室等）　③地域包括支援センターが行う介護予防教室

①栄養改善を目的とした配食　②住民ボランティア等が行う見守り　
③訪問型・通所型に準じる自立支援に資する生活支援（訪問・通所の
一体提供等）

　町地域包括支援センターでは、住民の皆さまに町
の現状等を知っていただき、住み慣れた鳩山町でイ
キイキと暮らすために、「ボランティア育成講座 い
つまでもイキイキと暮らす支え合い講座」（全４回）
を社会福祉協議会と連携して開催しています。
　12 月16日、今宿コミュニティセンターで行われた
第１回講座では、十文字学園女子大学の佐藤陽

あきら

教
授による、地域包括ケアシステムなどについての講
演（写真）が行われました。また、地域包括支援セン
ター職員が、町の高齢者の状況などについても説明
しました。
　今後、参加者は町内でボランティア活動をしてい
る方の話などを聞くほか、ボランティア体験を行い
ます。講座を通じて、地域の支え合いにつながる「お
せっかい」精神や、ボランティアに必要な知識や考
え方を学んでいきます。

①介護予防把握事業
②介護予防普及啓発事業（巡回健康教室、さわやか健康教室など）
③地域介護予防活動支援事業（地域健康教室など）
④一般介護予防事業評価事業
⑤地域リハビリテーション活動支援事業

通所型サービス
（第１号通所事業）

その他の生活支援サービス
（第１号生活支援事業）

介護予防ケアマネジメント
（第１号介護予防支援事業）

65歳以上の方及び要支援認定者 ▼地域包括支援センターまたは高齢者支援課に相談

デイサービスまたはホームヘルプサービスのみを利用する

要介護（要支援）認定申請をします

要介護
１～５の方

在宅介護支援事業所
がケアプランを作成

要支援１・２の判定を受けた方・基本チェックリストにより生活
機能の低下がみられた方でサービスが必要な方

介護予防・生活支援サービス事業が利用可

65歳以上のすべての方

一般介護予防事業が利用可

チェックリスト
該当者

要支援
１・２の方

地域包括支援センター等が
介護予防ケアプランを作成

【介護予防ケアマネジメント】
地域包括支援センター等が、本人
や家族と話し合い、ケアプランを
作成します

自立した生活が
送れる方

基本チェックリストを受けます
非該当の方

介護保険の介護サー
ビスを利用可

介護保険の介護予防
サービスを利用可
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町・県民税
所得税確定

をお忘れなく申告

介
護
保
険
料
な
ど
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

介
護
保
険
法
に
お
け
る

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
へ

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方

　

給
与
所
得
者
は
、通
常
、年
末
調

整
で
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る
た

め
、確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、次
の
よ
う
な
方
は

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
以
上

の
所
得
が
あ
っ
た
方

②
平
成
27
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
超
え
て
い
る
方

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方

　

ま
た
、医
療
費
控
除
を
受
け
る

な
ど
の
還
付
申
告
は
、２
月
16
日

（
火
） 

以
前
で
も
、東
松
山
税
務
署

に
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、所

得
税
と
併
せ
て
、復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、各

年
分
の
基
準
所
得
税
額（
原
則
と

し
て
、そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）に

２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
て
計
算

し
た
金
額
で
す
。

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分
に

お
い
て
、公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
り
、か
つ
、公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、住
民
税
の

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、役
場
税
務
課
の
賦

確
定
申
告
書
へ
の

復
興
特
別
所
得
税
額
の

記
載
漏
れ
に
注
意

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
へ（
確
定
申
告
不

要
制
度
の
お
知
ら
せ
）

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
会
場

東
松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

大

会
議
室（
東
松
山
市
六
軒
町
５

－

２
）

■
開
設
期
間　

２
月
16
日（
火
）

～
３
月
15
日（
火
）　

※
土
・
日
曜

日
を
除
き
ま
す
。

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
こ
の
期
間
、東
松
山
税
務
署
の

庁
舎
で
は
申
告
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、鳩

山
町
に
住
所
が
あ
り
、次
の
事
項

に
該
当
す
る
方
。

①
営
業
・
農
業
・
地
代
・
家
賃
な

ど
の
所
得
の
あ
っ
た
方

②
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
方

③
給
与
所
得
者
で
、勤
務
先
か
ら

町
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
の

な
か
っ
た
方
や
給
与
所
得
以
外
に

所
得
の
あ
る
方
、雑
損
控
除
・
医

療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す

　今年の町・県民税の申告と、所得税の確定
申告の受付は、２月16日（火）から３月15日（火）
までです（土・日曜日は除く）。申告は、町・県民
税や国民健康保険税、介護保険料等の税額な
どの正しい算定のために重要なものです。収入
の有無にかかわらず申告をお願いします。
　申告期間中は、日によっては大変混雑し長時
間お待ちいただくことがあります。皆さんのご
理解、ご協力をお願いします。また、期限間近の
申告では、書類の不備などにより申告期限を過
ぎてしまうことも考えられます。必要な書類は、
余裕を持ってご準備ください。
◆問合せ
【町・県民税に関すること】役場税務課☎ 296－5892
【所得税に関すること】東松山税務署

☎ 0493－22－0990（自動音声が流れます。）

■�所得税の納税相談で、事業所得、不動産所得、譲渡所
得、山林所得、住宅ローン控除（初年度）などがある方
は、開設期間中は、所得税の確定申告会場（東松山市民
文化センター）へお願いします。また、納税相談の内容
によって受付が困難と思われるものは、東松山税務署
の対応となる場合があります。

町・県民税の申告受付と所得税の納税相談日

■問合せ　【介護・後期高
齢者医療保険料】高齢者支
援課☎ 296－1210　【国民
健康保険税】税務課☎ 296
－5892　【国民年金保険
料】ねんきん定期便・ねん
きんネット専用ダイヤル☎
0570－058－555（IP 電 話
からは☎ 03－6700－1144）

確定申告書を提出される方は、画面の案内に
従って金額等を入力すれば税額などが自動計
算される｢確定申告書等作成コーナー｣（http://
www.nta.go.jp/）もご利用ください。

平成28年度（27年分）から適用
町民税・県民税の主な改正

住宅借入金等特別税額控除の延長

ふるさと納税

　住宅借入金等特別税額控除の適用期間が１年
６カ月延長され、平成 11 年１月１日から平成 18 年
12 月31日まで、または平成 21 年１月１日から平成
31 年６月30日までに居住の用に供した場合に適
用されることになりました。

１．特例控除額の上限の引上げ
　都道府県・市区町村に対して寄附をした場合に
おける特例控除額の上限が、所得割額の10％から
20％に引き上げられました。

２．ワンストップ特例制度
　平成 27 年４月１日以降の都道府県・市区町村に
対する寄附金（ふるさと納税）は、一定の要件に該当
する方は、所得税の確定申告書を提出することなく、
税制上の優遇措置を受けることができる制度が創
設されました。この場合、所得税における軽減額に
相当する額が「申告特例控除」として町民税・県民
税所得割から軽減されます。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、ワンス
トップ特例制度の適用を受けることができません。
◆ 所得税の確定申告書の提出を要する方
◆ 所得税の確定申告書や町民税・県民税申告書

を提出した方
◆ 申告特例申請書を提出した都道府県・市区町村

の数が５を超える方
◆ 申告特例申請書に記載した市区町村と寄附した

年の翌年の１月１日にお住まいの市区町村が異な
る方

２月16日（火） ▼３月 15日（火）まで

る
方

④
所
得
の
な
い
方（
学
生
・
未
成

年
者
な
ど
、非
課
税
の
判
定
や
扶

養
認
定
な
ど
の
資
料
と
し
て
使
用

し
ま
す
。）

⑤
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、鳩

山
町
に
事
務
所
や
事
業
所
、ま
た

は
家
屋
敷
を
有
し
、鳩
山
町
に
住

所
が
な
い
方

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た

方
は
、町
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
告
に
必
要
な
主
な
も
の

①
印
鑑　

②
給
与
所
得
者
は
源
泉

徴
収
票
等　

③
事
業
所
得
者
は
必

　

平
成
27
年
中
に
お
支
払
い
に
な
っ

た「
介
護
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
」「
国
民
健
康
保
険
税
」

「
国
民
年
金
保
険
料
」は
、社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
者（
年
金
か
ら
の
徴

収
）は
年
金
保
険
者
発
行
の
源
泉

徴
収
票
、普
通
徴
収
者（
個
人
納

付
）は
領
収
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。口
座
振
替
の
方
は
平
成
27
年

中
に
振
替
さ
れ
た
合
計
額
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

利
用（
施
設
・
居
宅
）が
あ
る
場
合
、

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

認
定
を
受
け
た
方
は
、申
請
に
よ

り
障
害
者
控
除
、特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

要
な
帳
簿
書
類
等　

④
そ
の
他
の

所
得
者
は
所
得
金
額
が
証
明
さ
れ

る
も
の　

⑤
国
民
年
金
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
領
収

書
や
支
払
証
明
書　

⑥
生
命
保

険
・
損
害
保
険
等
の
控
除
証
明
書

や
支
払
証
明
書　

⑦
医
療
費
控
除

を
受
け
る
方
は
医
療
費
の
領
収
書　

⑧
障
が
い
者
の
方（
扶
養
者
を
含

む
）は
身
体
障
害
者
手
帳
・
み
ど

り
の
手
帳
、ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
等　

⑨
学
生
は
学

生
証
等

※
②
～
⑨
に
つ
い
て
は
、原
本
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
・
県
民
税

所
得
税

課（
町
民
税
）担
当
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
場
合
や
確
定
申
告
書
の
提
出
が

要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除（
例
え

ば
、純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控

除
な
ど
）の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、確
定
申
告
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
27
年
分
以
後
は
、外

国
の
制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い

て
支
払
わ
れ
る
年
金
な
ど
、源
泉

徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
公
的
年

金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

日程 対象地区 会場・受付時間
2月

鳩山町役場３階

305・306会議室

午前９時～11時

午後１時～４時

（申告の状況により

長時間お待ちいただ

くことがあります。）

16日（火）石坂一・石坂二･鳩山団地

17日（水） 松ヶ丘一・二丁目

18日（木） 松ヶ丘三・四丁目

19日（金） 楓ヶ丘一・二丁目

22日（月） 楓ヶ丘三・四丁目

23日（火） 鳩ヶ丘一・二丁目

24日（水） 鳩ヶ丘三～五丁目

25日（木） 大橋・奥田

26日（金） 須江・竹本

29日（月） 泉井・高野倉
3月

１日（火） 上熊井・下熊井

２日（水） 小　　　用

３日（木） 大　豆　戸

４日（金） 赤　　　沼

７日（月） 今　　　宿

８日（火）

～

15日（火）

全　地　区

※土・日曜日を除く
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▲�行政区ごとに開
催している巡回
健康教室（亀井
分館）

▲「�ながら体操の
コツと体操を
続 け る ヒ ン
ト !!」教室風景

行政トピックス

　

鳩
山
町
保
健
推
進
協
力
委
員
会

は
、各
行
政
区
か
ら
１
名
ず
つ
選

出
さ
れ
る
委
員
と
公
募
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
６
年
度

に
設
置
さ
れ
て
以
来
、地
域
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
診
等
、保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

へ
の
協
力
を
は
じ
め
、行
政
区
ご

と
に
実
施
す
る
巡
回
健
康
教
室
、

体
操
、料
理
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

い
っ
た
健
康
教
室
を
町
保
健
セ
ン

タ
ー
と
共
に
開
催
し
、こ
こ
ろ
と

体
を
元
気
に
保
つ
た
め
の
機
会
と

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、健
康
づ
く
り
に
関
連
し

た
町
主
催
の
講
座
や
講
演
会
な
ど

に
参
加
し
、委
員
と
し
て
の
研
鑽さ

ん

を
積
む
こ
と
で
、健
康
づ
く
り
の

正
し
い
知
識
を
習
得
し
、ご
自
身

は
も
ち
ろ
ん
、家
族
、地
域
へ
広
め

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

で
、自
分
の
健
康
に
も
目
を
向
け

る
こ
と
が
で
き
た
り
、わ
が
町
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

自
分
や
大
切
な
人
の
未

来
、町
の
未
来
に
向
け
て
、

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

鳩
山
町
で
は
比
企
医
師
会
管
内

指
定
医
療
機
関
で
実
施
す
る
子
宮

が
ん
個
別
検
診
に
加
え
、保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
子
宮
頸け

い

が
ん

集
団
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、平
成
28
年
度
か
ら
は
次
の
理

由
に
よ
り
、子
宮
が
ん
検
診
を
個

別
検
診
の
み
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

子
宮
が
ん
検
診
個
別
化
の
理
由

①�

要
精
密
検
査
、要
医
療
と
な
っ

た
場
合
、検
査
し
た
医
療
機
関

で
そ
の
ま
ま
継
続
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、フ
ォ
ロ
ー

体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

②�

検
診
車
両
と
違
い
、隣
の
声
が

聞
こ
え
な
い
な
ど
、プ
ラ
イ
バ

鳩山町保健推進協力委員会 公募委員募集要項

「こども110番の家」
活動の

お礼とお願い

◆応募資格
　①本町に引き続き１年以上住所を有する方
　②�平成 28 年 4月1日現在で、満 20 歳以上の方
　③�応募日現在において、本町の審議会等で2件以上
の公募委員となっていない方

　④�審議会等の公募委員就任回数が原則として過去５
回以上でない方

◆活動内容
　①健康づくりの正しい知識の習得および普及
　②町の保健業務への協力
　③地区活動による健康づくりの推進など
◆募集人員　18 人
◆報 償 等　年額 10,000 円
◆任　　期　平成28年 4月1日～平成30年 3月31日
　　　　　　（２年間）

◆応募方法
　役場健康福祉課（１階）、町保健センター、役場東出
張所に備えてある応募用紙に必要事項を記入し、３月４日
（金）（必着）までに、前記のいずれかに提出してください
（土・日曜日、祝日を除く）。郵送の場合は町保健センター
宛にお願いします。
◆委員の決定
　応募者が募集人員に満たない場合は、応募資格を確
認の上、原則として応募者を委員に決定します。募集人
員を超えた場合は、公開抽選により決定します。公開抽選
は、３月14日（月）午後２時から、町保健センター２階会議
室で行います。
◆問合せ　町保健センター
　　　　　〒350－0324　鳩山町大字大豆戸 183－1
　　　　　☎ 296－2530　FAX296－2832

　「こども110 番の家｣は、通学
路周辺のご家庭や店舗など約
330 戸にお引き受けいただき、子
どもたちが身に危険を感じた場
合などに一時的に保護したり、緊
急避難所としての役割をお願い
しています。
　児童・生徒が安心して登下
校できるようになり、これもひとえに
皆さまのご協力のおかげと心か
らお礼申し上げます。
　このように、地域ぐるみで防犯
意識の高揚を図り、犯罪などを
未然に防止するとともに、子ども
たちが安心して暮らせる環境を
確保するため、今後も引き続き「こ
ども110 番の家」についてご協
力くださいますようお願いします。
■問合せ：町教育委員会　生
涯学習課�生涯学習担当☎ 296
－1263

シ
ー
が
守
ら
れ
ま
す
。

③�

30
歳
以
上
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
有

無
を
調
べ
る
検
査
を
実
施
し

て
お
り
、検
査
結
果
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
－
）の
場
合
、子
宮
頸
が
ん
の

発
症
リ
ス
ク
が
低
く
、通
常
は

２
年
に
１
度
の
検
診
を
３
～
４

年
に
１
度
と
し
て
も
良
い
、と

い
う
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、受
診
者
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

検
診
申
込
書
は
、３
月
中
旬
に

対
象
者
の
い
る
各
世
帯
に
郵
送
す

る
予
定
で
す
。皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

　

平
成
27
年
度
対
象
者（
下
表
）の

方
が
定
期
接
種（
一
部
助
成
）と
し

て
受
け
ら
れ
る
の
は
、平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、体
調
が
良
い

と
き
に
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し

込
み
の
上
、接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、対
象
の
方
に
は
平
成
27

年
４
月
に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま

す
。通
知
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
、

詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

平成 28 年度交通災害共済の申込受付
　交通災害共済は、皆さんが会費を出し合い、交通事
故によって死亡やケガをしたときに見舞金をお支払い
する相互扶助制度です。
■共済期間：平成 28年４月１日～平成 29年３月31日
（加入者が他市町村へ転出した場合でも共済期間
内は有効です）
■共済会費：一般＝900円、中学生以下＝500円（中

年齢 生年月日
65歳 昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日生
70 歳 昭和 20 年 4 月 2 日～昭和 21 年 4 月 1 日生
75 歳 昭和 15 年 4 月 2 日～昭和 16 年 4 月 1 日生
80 歳 昭和 10 年 4 月 2 日～昭和 11 年 4 月 1 日生
85 歳 昭和��5 年 4 月 2日～昭和��6 年 4 月 1日生
90 歳 大正 14 年 4 月 2 日～大正 15 年 4 月 1 日生
95 歳 大正��9 年 4 月 2 日～大正 10 年 4 月 1日生
100 歳 大正��4 年 4 月 2日～大正��5 年 4 月 1日生

平成 27年度対象者

※過去に接種したことがある方は対象外

途で加入する場合も同額です）
■申込：２月１日（月）から役場生活環境課（庁舎２階）、
役場東出張所、鳩山郵便局、鳩
山鳩ヶ丘郵便局で随時受け付
けます。
■問合せ：役場生活環境課
☎ 296－5894

委
員
に
な
っ
て

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

鳩山町保健推進協力委員会

公募委員募集

「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
」

一
部
助
成
で
の
接
種
は
３
月
末
ま
で

子
宮
が
ん
検
診
が

個
別
検
診
の
み
に
変
更
に
な
り
ま
す

平
成
28
年
度
か
ら

対
象
者
の
皆
さ
ん　

接
種
は
お
済
で
す
か

自分の健康
は、

自分でつく
り、

自分で守る

地域へ健康づくりの大切さを発信

応募締切3月4日（金）
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届出が必要になる場合

※�保険証の窓口での交付については、運転免許証・パスポートなどの本人確認
書類が必要になる場合があります。
■問合せ　役場町民課�保険年金担当☎ 296－5891

こんなとき 手続きに必要なもの
国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめたとき、扶
養家族でなくなったとき

印鑑、健康保険の資格喪失証明書・
退職証明書・離職票など喪失日が記
載された書類

他の市区町村から転入したとき 印鑑
国保加入者に子供が生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定（変更）通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

職場の健康保険に加入したとき、
扶養家族になったとき

印鑑、保険証、加入した職場の健康
保険証

他の市区町村に転出するとき 印鑑、保険証
死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったと
き

印鑑、保険証、保護開始決定（変更）
通知書

その他、住所・世帯主・氏名などの保険証に記載する内容が変わったとき、保
険証をなくしたとき・破損したとき、修学のため、他の市区町村に転出したとき、
施設入所のため、他の市区町村に転出したときにも届出が必要です。必要書類
など詳細は、役場町民課までお問い合わせください。

行政トピックス

油
流
出
事
故
に
注
意
＆

野
外
焼
却
を
や
め
ま
し
ょ
う

就
学
援
助
制
度

はとやま

雑　　感
町長　小峰孝雄

【今月のテーマ】Ｈａｔｏｙａｍａｍａｃｈｉの位置

　
〝
い
つ
ま
で
も　

健
康
で　

い

き
い
き
〟と
過
ご
す
た
め
に
、60
歳

か
ら
の
体
づ
く
り
や
食
生
活
の
ポ

イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

大
勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

■
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

■
日
時　

①
３
月
４
日（
金
）　

②

３
月
11
日（
金
）　

③
３
月
18
日

（
金
）　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
45
分

■
場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

上
表
の
と
お
り

■
講
師　

①
③
健
康
創
研　

代
表

取
締
役　

菅か
ん
の野
隆
先
生（
健
康
運

動
指
導
士
）　

②
小
田
島
京
子
先

生（
管
理
栄
養
士
）

■
定
員　

30
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。選
外
者
に
は
連
絡
）

※
原
則
３
日
間
の
コ
ー
ス
で
す
が
、

１
、２
日
の
み
の
参
加
も
可

■
費
用　

無
料

■
そ
の
他　

運
動
し
や
す
い
服
装
、

上
履
き（
ス
リ
ッ
パ
不
可
）、飲
み

物
な
ど
は
各
自
で
準
備
。

■
申
込
・
問
合
せ　

２
月
26
日

（
金
）ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
９
６

－

２
５
３
０
）ま
で

　
「
就
職
で
国
民
健
康
保
険
か
ら

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
」

「
退
職
で
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
」な
ど
、国
民
健
康
保
険
の
内

容
に
変
更
等
が
生
じ
た
と
き
は
、

役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
中
に
、河
川
等
へ
油

が
流
出
す
る
事
件
が
４
件
発
生
し

て
い
ま
す
。特
に
、冬
の
時
期
は
、

暖
房
用
に
灯
油
な
ど
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
、油
の
流
出
事

故
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　

使
用
さ
れ
る
油
類
に
つ
い
て
、

設
備
や
管
理
方
法
等
の
点
検
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、野
外
焼
却
は
、農
業
に
お

け
る
病
害
虫
防
除
や
た
き
火
な
ど
、

一
部
の
例
外
的
な
取
り
扱
い
を
除

き
、法
律
や
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
の
飛
散
や
火
災

の
発
生
を
引
き
起
こ
す
だ
け
で
な

く
、煙
や
臭
い
に
よ
る
生
活
面
や

健
康
面
へ
の
影
響
に
よ
り
、近
隣

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課

☎
２
９
６

－

５
８
９
４

　

町
で
は
、家
庭
の
事
情（
経
済
的

な
理
由
な
ど
）に
応
じ
て
、町
立

小
・
中
学
生
の
学
校
給
食
費
や
学

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
認
定
要
件　

次
の
認
定
要
件
の

い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
方
。

①�

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止

を
受
け
た
が
、な
お
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
方
。

②
町
民
税
が
非
課
税
の
方
。

③�

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ

り
町
民
税
の
減
免
を
受
け
て
い

る
方
。

④�

個
人
事
業
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方
。

⑤�

固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方
。

⑥�

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
。

⑦�

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
又
は

猶
予
さ
れ
て
い
る
方
。

⑧
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
。

⑨�

福
祉
資
金
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
。

⑩�

そ
の
他
、職
業
が
不
安
定
で
経

済
状
態
が
生
活
保
護
世
帯
に
準

ず
る
程
度
に
悪
い
と
認
め
ら
れ

る
方
。

■
申
請
方
法　

認
定
要
件
を
証
明

す
る
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

教
育
総
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い（
家
族
の
氏
名
･
生
年
月
日
･

勤
務
先
･
口
座
番
号
な
ど
の
記
入

も
必
要
と
な
り
ま
す
）。

※�

就
学
援
助
の
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
。

※�

平
成
27
年
度
就
学
援
助
受
給
者

で
、経
済
的
状
況
が
変
わ
ら
ず

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
希
望

さ
れ
る
方
は
、３
月
中
に
申
請

書
お
よ
び
証
明
す
る
書
類
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

教
育
総
務
課�

学
務

担
当
☎
２
９
６

－

１
２
２
７

　小惑星Ｈａｔｏｙａｍａｍａｃｈｉの命名記念シ

ンポジウムを１月２３日(土 )に開催いたし

ました。パネリストとして、参加いたしました

が、お話した内容の一部をご紹介します。

★

　小惑星Ｈａｔｏｙａｍａｍａｃｈｉは、現在１８等

星程度ですから、目で見ることはできません

し、望遠鏡で確認することも困難です。

　最も明るくなった時、１３等星ぐらいと言

われていますが、このときやっと口径２５㎝

ぐらいの望遠鏡で写真撮影できる程度で、

その位置を一般の人が確認するのは困難で

す。

★

　しかし、最新のデータの天体ソフトには、

小惑星Ｈａｔｏｙａｍａｍａｃｈｉは登録されてい

て、天体ソフト上で見ることができます。恒

星と違って位置が日々少しずつ変化します

ので、特定の日時であれば、位置をお伝えす

ることができます。２月１日(月)には、月の

近くにあり説明しやすいので、この日の動き

について簡単に説明します。

★

　東の空から登ってくるのが、前日の午後

１１時３７分。真南に来るのが２月１日午前４

時５１分で、西の空に没するのは、明るくなっ

た午前１０時３分です。

　この日の月は、月齢２１.６で下弦の半月に

近いかなと思いますが、ちょうど午前２時ご

ろ、高さが月と同じくらいで、西に約１０°ず

れた位置に小惑星Ｈａｔｏｙａｍａｍａｃｈｉはあ

ります。

★

　深夜ですし、目視では確

認できませんが、興味のあ

る方は、この日の夜空を眺

めてみてください。

　

特
に
、加
入
・
喪
失
の
届
け
出

忘
れ
が
な
い
か
、も
う
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

届
出
は
、異
動
が
あ
っ
て
か
ら

14
日
以
内
に
役
場
町
民
課
で
お
願

い
し
ま
す
。

国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用でき
ます。口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引
き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、
納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納
付することにより、月々 50円割引される早割制度や、現金
納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度

前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、ご希望の金融機関、役場町
民課、川越年金事務所のいずれかへお申し出ください。な
お、６カ月前納・１年度前納付・２年度前納をご希望の方は、
必ず２月26日（金）までにお手続きをお願いします。
■問合せ：役場町民課�保険年金担当☎ 296－5891（直
通）または川越年金事務所☎ 242－2657（代表）

「
は
つ
ら
つ
教
室
」（
後
期
）

参
加
者
募
集

就
職
等
で
健
康
保
険
が
変
わ
っ

た
ら
国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

〝
い
き
い
き
元
気
〟
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

ご
利
用
く
だ
さ
い

テーマ 内　　容

①�「運動講座　はつらつ元気な体づ
くりパートⅠ」（講義と実技）

これからの元気生活には欠かせない
メタボ＆ロコモ予防を中心とした講
義および運動講座です。

②�「栄養講座　はつらつ元気な体づ
くりの食生活のヒケツ」

生活習慣病や老化予防のための食の
講座です。（調理実習はありません。）

③�「運動講座　はつらつ元気な体づ
くりパートⅡ」（運動実技中心）

１日目に引き続いて、実技中心の楽
しく学べる講座です。
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◆１kmの部 第１位 第２位 第３位

一般の部
（第１組）

根岸 健太
3 分 04 秒

西田 怜
さ と し

史
3 分 08 秒

荻原 涼輔
3 分 19 秒

一般の部
（第２組）

金子 和
か ず き

生
3 分 08 秒

根岸 偉
い ぶ き

吹
3 分 18 秒

金
か な や

谷 恒
つね

暁
あき

 
3 分 22 秒

小学生以下の
部（第１組）

本木 蔵
くらうど

人
3 分 27 秒

澤口 光
み つ き

樹
4 分 09 秒

北澤 快
か い と

音
4 分 12 秒

小学生以下の
部（第２組）

伊村 空
く う た

汰
3 分 29 秒

澁谷 勇
は や と

人
3 分 53 秒

坂元 響
ひびき

3 分 59 秒

◆３kmの部 第１位 第２位 第３位

一般の部 澤口 大
ひ ろ き

樹
10 分 40 秒

松山 健
たけし

10 分 43 秒
吉岡 義

よしみつ

光
10 分 47 秒

小学生
以下の部

神山 陸
りく

11 分 40 秒
澁谷 知

とも

貴
き

11 分 50 秒
浅野 義

よしひと

人
11 分 51 秒

◆５kmの部 第１位 第２位 第３位

一般の部 小林 信也
16 分 25 秒

村田 優一
16 分 33 秒

久保田 拓
たく

登
と

16 分 34 秒

小学生
以下の部

大賀 元
げ ん た

太
21 分 16 秒

小池 健太郎
23 分 23 秒

山
やまさき

﨑 潤
じゅんや

也
23 分 25 秒

Voice

T O W N   R E P O R T ま ち の 話 題

周囲に感謝し、大人への成長を誓う

平成28年成人式

式後、新成人の方に今の
思いをお聞きしました。

（
写
真
左
か
ら
）中
澤
咲
子
さ
ん
、

久
保
田
春
香
さ
ん
、灘な

だ
の野
千
尋
さ

ん
、前
田
み
な
み
さ
ん

（写真左から）佐々木恵
太郎さん、蛇

へびぐち

口敢
か ん た

汰さん 懐かしい恩師からの言葉（写真①）や、旧友との再会（②）、
実行委員によるスライドショー（③）を楽しんだほか、会場
では至る所で記念写真を撮る姿が見られました（④⑤）。

①

④

修了証書を手にする受講生ら

誓いのことばを力強く述べる小西さん

③

②

　１月10日、新成人の皆さんの「大人への門出」を祝お
うと、平成 28 年成人式が町文化会館で行われ、今年
度成人を迎えた 116 人のうち 98 人が会場に訪れまし
た。式典、恩師の言葉、記念写真撮影、成人式実行委員
によるアトラクションの４部構成で行われた式場では、
旧友や恩師との久しぶりの再会に、写真を撮り合った
り、笑顔で近況を語り合う姿が多く見られました。
　誓いのことばでは、新成人を代表して小西 拓志さ
んが「次々と立ちはだかる日本、世界の様々な問題に
立ち向かうため、少しずつ成長していきたい」と力強く

◆自分たちのような若い世代の声も聞いてほし
いので、選挙には必ず行きたいです。　◆「社会
には不合理なこともあるが、自分の意志を持った
大人になってほしい」という恩師の言葉が印象的
でした。　◆自分の好きなこと、楽しいことをやっ
て、後悔しないように生きたいです。

◆式を迎えたことで、成
人としての自覚が持て、
気持ちが引き締まりまし
た。また、旧友との再会
で、お互いの成長を感じ
られました。　◆教員
を目指しているため、誇
れるような先生になりた
いです。　◆学業を通
じて、自分の考え方も変
化してきているため、将
来のことはじっくり考え
ていきたいです。

誓いました。（誓いのことばの要約版は、24 ペー
ジ「伝承鳩」内に掲載しています。）アトラクションで
は、中学校時代の写真のスライドショーが行われ、
会場は笑顔に包まれていました。

放
水
点
検
を
行
う
消
防
団
員

災害等のない一年を願って

西入間広域消防組合消防団出初式

　１月10日、鳩山町、毛呂山町、越生町の３町合同によ
る西入間広域消防組合消防団出初式が、越生町中央
公民館駐車場で開催されました。式では、鳩山消防団
が、地域防災に向けて、今年一年の決意を新たにする
とともに、指揮者の号令により、きびきびとした動作で
機械器具の点検などを行いました。
　また、当日は消防団員による焼きそばや豚汁の無料
配布や手押しポンプ体験、同組合の消防署員らによる
はしご車搭乗体験や車両救出訓練も行われ、訪れた
来場者と交流を深めていました。

受講者32人が笑顔で修了

Ａ
ト リ プ ル エ ー

ＡＡトレーニング教室閉講式

　12 月15日、多世代活動交流センター内健康づくり
トレーニング室で、「ＡＡＡトレーニング教室」（主催：
町保健センター）の閉講式が行われ、受講者 32 人に修
了証書が手渡されました。
　トレーニングは、大東文化大学スポーツ・健康科学
部の協力のもと３か月間行われ、閉講式後には、脚伸展
筋力などの測定数値に基づくトレーニング効果の検
証結果や、健康寿命を延ばすための転ばない体づくり、
生活習慣病などを予防する継続的な運動の重要性を
学びました。

平成28年の“走り初め”

第42回鳩山町正月マラソン大会

親
子
で
参
加
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
た

１
km
の
部

　新春恒例の鳩山町正月マラソン大会が１月３日、農
村公園をスタート・ゴールとするコースで行われ、快
晴の青空のもと、延べ 309 人の参加者が、新春の鳩山
を駆け抜けました。
　大会は１km、３km、５km の３つのコースで行われ、
参加者は、自己記録更新を目指したり、親子や友達同
士で励まし合ったりしながらゴールを目指していまし
た。走り終えた参加者は、ボランティアの方々が用意し
た温かいとん汁を堪能しました。

第42回正月マラソン大会結果　　　　　  （敬称略）

皆さんのご協力により大会はスムーズに運営されました。ご
協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

⑤
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T O W N   R E P O R T ま ち の 話 題

音楽で鳩山町をもっと元気に♪

はとやま大人バンドvol.６

フラダンスが華を添えた「はとや
まバンド」のステージ

「鳩山ハートビートバンド」は、鳩山中学校吹奏楽部との競演
により、音楽を通じた交流を行いました。

迫力あるステージを披露
した初参加の「めだち隊」

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
児
童
ら

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
音
楽
を
楽
し
む
参
加
者

ら

認
知
症
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る

黒
澤
医
師

参加者は「認知症の程度によって対応を
分けることの必要性や重要性がよく分かっ
た」などと話していました。

コ
マ
廻
し
を
楽
し
む
参
加
者

認知症サポーター養成講座
　　　　（in今宿小学校）

認知症地域支援推進員設置事業講演会

「はーとんカフェ今宿」クリスマス会
高齢者が子どもたちの先生に

異世代ふれあい交流

　12 月 20日、町文化会館で「はとやま大人バンドス
テージ　Vol.６」が開催され、大人世代を中心としたア
マチュアバンド７組が、個性あふれる音楽を会場に響
かせました。
　「鳩山町をもっと元気に！」を合言葉に集まった各バ
ンドは、クリスマスの時期に合わせた演出をしたり、往
年の曲やオリジナル曲を演奏したほか、フラダンスや
ブラスバンド（吹奏楽）との共演も行い、来場者を楽し
ませていました。終演前、すべてのバンドが参加し合
同セッションを行うと、客席からも歌声が響き、会場は
音楽で一体となっていました。
　「ぬくもり」をテーマに開催された今年のステージ。
来場者からは「中学生も交えて、音楽を通じての異世
代交流になっていて温かいステージだった」「なじみ
のある曲が多く一緒に楽しめた」「アットホームな雰
囲気で良かった」といった声があがっていました。
　なお、出場バンドは以下のとおりです。

「はとやまバンド」「ステージア」「H
ハ ー ト

eart o
オ ン

n」「ディミニッ
シュ」「めだち隊」「H

ハ ー レ ク イ ー ン

arlequin」「鳩山ハートビートバ
ンド f

フィーチャリング

e a t . 鳩中吹奏楽部」（出演順）

　町地域包括支援センターでは、認知症を正しく理解
し、偏見を持たず、地域で生活する認知症の人や家族
を温かく見守る「認知症サポーター」を養成していま
す。
　12月18日には、今宿小学校６年生が「認知症サポー
ター養成講座」を受講し、サポーターの印となるオレン
ジリングを全員が手にしました。
　講座では、認知症や高齢の方への接し方として、「驚
かせない」「急がせない」「自尊心を傷つけない」の３
つの“ない”を学びました。

　12 月21日、「認知症が気になり始めたあなたにⅢ
～妻の名前は“オーイ”～パート２」と題して行われた
講演会（主催：町地域包括支援センター）。会場となっ
た町ふれあいセンターに訪れた人の多さから、その関
心の高さが伺えました。
　講演会では、埼玉県認知症疾患センター（秩父中
央病院）精神科医の黒澤 尚

ひさし

医師が、認知症になった
方への対応方法や抗認知症薬の効果などについて、
精神科医の見地から説明しました。
　認知症の方と接するときに、こうした場で学んだこ
とが役に立つはずです。

　毎週火・金曜日の“地域の縁側”として、高齢者が気
軽に立ち寄れる場所となっている「はーとんカフェ今
宿」。高齢者を地域のネットワークで見守っていくこと
にも一役買っています。
　平成 26 年２月にオープンして以来、訪れる人に楽
しんでもらおうと、運営するボランティアの方々が、約
２か月に１回、小イベントを企画しています。
　12 月22日にはクリスマス会が行われ、ボランティア
と参加者で、折り紙などを使ったクリスマスツリーづ
くりや音楽、手遊びを楽しみました。今回は、オカリナ
ハーモニーの皆さんも参加し、会場は美しい音色で包
まれました。

　１月５日～７日にかけ、鳩ヶ丘のびのびプラザを利用
する高齢者が、習字や自然観察、囲碁などの講師となっ
て、同じ鳩山小学校の敷地内にある学童保育室銀河鉄
道’90に通う子どもたちと交流を深める事業（町健康福
祉課主催）が行われました。
　１月６日には、コマ・ベーゴマ廻しが行われ、参加した
子どもたちは慣れないベーゴマ廻しに悪戦苦闘してい
ました。交流した池畠一

はじめ

さんは、「こちらも童心に帰って
楽しめた。子どもたちから教わることもあった」と笑顔で
話していました。

町立幼稚園にキリンの親子の絵

絵画寄贈への感謝状贈呈

寄
贈
さ
れ
た
絵
と
作
者
の
森
さ
ん（
写

真
中
央
の
男
性
）を
囲
む
園
児
ら

　鳩山町立幼稚園への町民からの絵画寄贈を受け、
12 月 17 日、同園で感謝状贈呈式が行われ、寄贈者で
作者の森誠さん（松ヶ丘在住）に、荒井基明教育長か
ら感謝状が手渡されました。
　「母子（ははこ）」のタイトルがついたキリンの親子
の絵に対し、荒井教育長が「この絵が、愛を教える幼
稚園教育の一助になり、末永く大切にされることを願
います」とあいさつしました。式後、感謝の気持ちを込
めて、園児たちがかわいらしい歌声をプレゼントしま
した。

認知症を
知る、学ぶ

ネットワーク
を作る

認知症を地域で支えるための活動をご報告します
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ゆうたろう  くん（左）

しんたろう  くん（右）

み
ん
な
で
つ
く
る
楽
し
い
ペ
ー
ジ

み
ん
な

広
場
の

みんなの広場

■手作り味
み そ

噌教室
　�お好きな分量でどなたでも簡単に作れ
ます。材料の大豆、塩、麹（こうじ）にこだわ
り美味しい味噌に仕上がります。
日時：２月 20 日（土）�午前 11 時～午後１
時　場所：町ふれあいセンター�２階�料理
実習室　費用：味噌１kgあたり1,000円（当
日集金。何 kgでも可）　持ち物：エプロン、
タオル　定員：12 人（先着順）　問合せ：
町ふれあいセンター☎ 296－6996

■鳩山高校文化部発表会
　吹奏楽部・演劇部・美術部・陶芸部が
演奏・上演・作品展示を行います。３年生
を中心に集大成をお見せすべく準備を進
めています。どなたでもお越しいただける
催しです。皆さんのお越しをお待ちしてお
ります！
日時：２月 20 日（土）�午後１時～３時 30
分（開場：午後０時 30 分）　場所：町文化
会館ホール　費用：無料　内容：演劇上演・
吹奏楽演奏・美術部、陶芸部による作品展
示など　問合せ：鳩山高校生徒会担当☎
296－5395

■第 11 回ボランティアグループ発表会
　高齢者施設などでボランティア活動中
のグループが、日頃の稽古の成果を披露し
ます。今回は、子どもバレエも出演します。
日時：２月 20 日（土）�午後１時から（開場：
12 時 30 分）　場所：今宿コミュニティセ
ンター�１階�集会ホール　主催：さざんか
（後援：鳩山町社会福祉協議会）　入場料：
無料　問合せ：盛

もり

林
ばやし

�☎ 296－5121

■埼玉ピースミュージアム 映画上映会
日時：①２月７日（日）　②２月 13 日（土）　
③２月 20 日（土）　④２月 28 日（日）　い
ずれも午後１時 30 分から　場所：埼玉
ピースミュージアム�講堂　上映作品：①
「人間の翼�最後のキャッチボール」（135
分）　②「ああひめゆりの塔」（127 分）　③
「コレヒドール戦記」（135 分）　④「警察日
記」（111 分）　費用：無料　問合せ：埼玉
ピースミュージアム（埼玉県平和資料館）
☎ 0493－35－4111

●募集しています●
　「みんなの広場」各コーナーへの掲載を希望する方は
下記まで原稿を送付ください。原則、掲載希望月の前々
月末日（土日祝日の場合はその翌平日）まで受け付けま
す。（原則、先着順）
◆�〒 350－0392　鳩山町大字大豆戸 184－16 鳩山町役
場�政策財政課�広報広聴担当
◆TEL296－1212　FAX296－2594
◆Ｅメール　webmaster@town.hatoyama.lg.jp

今月の作品
右：すずき　さら　ちゃん

中：ごんだ　いおり　ちゃん

左：かとう　こうき　くん

このコーナーでは、町立図書館「らいぶらりぃ・メイト」
投稿コーナーの絵などを紹介しています。伝言板伝言板

みんなの

はとっ子
タイム

はとっ子
タイム

「ポルカ」の皆さん

英語を学ぶ参加者（12月25日）

鳩
山
高
校
公
開
講
座

「
中
学
生
の
英
語
」を
開
催

はとやまサークル図鑑

 『鳩山フォークダンス
　　　クラブ「ポルカ」』

☆

☆

☆

☆
☆

☆

☆

活動開始

活 動 日

活動時間

活動場所

活動内容

入会金等

問 合 せ

平成２年４月

毎週木曜日

午前１０時～正午

町民体育館

世界の民族舞踊を

踊っています

入会金なし、会費７５０

円／月

牧野　弘子さん

☎２９６－０７２４

　このコーナーでは、鳩山町コ

ミュニティ推進協議会が発行する

「サークルガイド」に掲載されてい

るサークルの活動をご紹介します。

︱
活
動
内
容
は

　

町
民
体
育
館
の
設
立
を
機
に

設
立
し
た「
ポ
ル
カ
」は
、毎
週
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
曲
に
あ
わ
せ
て

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
ま

す
。毎
週
の
例
会
以
外
に
も
、加
入

し
て
い
る
埼
玉
県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
連
盟
主
催
の
行
事
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

︱
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
魅
力
は

　

み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ
て
楽

し
く
踊
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

世
界
中
の
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る

体
験
は
、普
段
経
験
で
き
な
い
も

の
で
す
し
、音
楽
だ
け
で
な
く
、そ

の
国
の
時
代
背
景
や
文
化
に
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。楽
し
み

な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
は
、脳

の
活
性
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

︱
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

サ
ー
ク
ル
作
り
は
仲
間
作
り
で

す
。週
に
２
時
間
、楽
し
い
時
間
を

　

平
成
27
年
12
月
25
日
か
ら
27
日

ま
で
の
３
日
間
、県
立
鳩
山
高
等

学
校
で
、同
校
が
地
域
交
流
の
一

環
と
し
て
主
催
す
る
公
開
講
座

「
中
学
生
の
英
語
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。鳩
山
中
学
校
の
１
、２
年
生

13
人
が
参
加
し
、熱
心
に
勉
強
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
単
語
の
覚
え
方
を
や
さ
し
く
教

え
て
く
れ
、覚
え
方
が
分
か
っ
た
」

「
勉
強
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
た

の
が
と
て
も
良
か
っ
た
」「
自
分

の
苦
手
箇
所
が
分
か
っ
た
」「
単

語
を
た
く
さ
ん
覚
え
よ
う
と
思
っ

た
」「
予
習
・
復
習
が
で
き
て
良

か
っ
た
」な
ど
、今
後
に
活
か
せ
る

講
座
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

共
有
す
る
こ
と
で
、か
け
が
え
の

な
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。ダ
ン
ス

は
難
し
そ
う
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、で
き
る
こ
と
か
ら
少
し

ず
つ
始
め
る
、ま
ず
は
楽
し
く
踊

る
と
い
う
気
持
ち
で
、ぜ
ひ
お
気

軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ギャラリー

このコーナーでは、
皆さんからの写真を
お待ちしています。
コメントもいっしょ
に送ってね。

兄弟元気に遊んでます
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暮らしの『相談室』
２月中旬～３月上旬

■県の法律相談【要予約】
　日時：２月９日（火）･23 日（火）･ ３月

８日（火）　午後１時～４時　場所：ウェ
スタ川越４階（県川越比企地域振興セン
ター相談室　問合せ：県民相談総合セ
ンター☎ 048－830－7830

■町民法律相談【要予約】
　日時：３月７日（月）　午前 10 時～正午　

場所：役場３階 301 会議室　問合せ：
総務課☎ 296－1214

■行政相談 ･ 人権相談【要予約】
　日時：２月 19 日（金）　午後１時～３時　

場所：役場３階 301 会議室　問合せ：
総務課☎ 296－1214

■女性相談【要予約】
　日時：２月９日（火）、３月８日（火）　午

後１時～４時　場所：役場３階 301 会
議室　問合せ：総務課☎ 296－1214

■行政書士による無料相談会【要予約】
　日時：２月 25 日（木）　午前９時～正午　

場所：役場３階 301 会議室　問合せ：
総務課☎ 296－1214

■生涯学習相談
　日時：２月 10 日（水）･17 日（水）・24

日（水）･ ３月２日（水）・９日（水）　午
後１時～４時　場所 ･ 問合せ：生涯学
習課☎ 296－1263

■教育相談
　日時：２月 18 日（木）・25 日（木）・３月

３日（木）・10 日（木）　午前 10 時～午後
４時　場所 ･ 問合せ：町立鳩山中学校
さわやか相談室☎ 296－2230（直通）

■「いじめＳＯＳフリーダイヤル」
　☎ 0120－783－025（通話料無料）
　（なやみ　ゼロ　にっこり）
　開設時間：午前８時 30 分～午後５時 15

分（土 ･ 日曜日、祝日、年末年始を除く）　
問合せ：教育総務課☎ 296－1227

■ニュータウンふくしプラザ保健師相談会
　日時：２月８日（月）　午前 10 時～ 11

時 30 分　場所：ニュータウンふくしプ
ラザ　問合せ：健康福祉課☎ 296－1241

■夜間納税相談（納付も受け付けます）
　日時：２月 25 日（木）、３月 29 日（火）　

午後５時 15 分～７時 30 分　場所・問
合せ：役場税務課☎ 296－5892

■消費生活相談
　日時：２月 18 日（木）・25 日（木）・３月

３日（木）・10 日（木）　午前 10 時～正午、
午後１時～３時　場所 ･ 問合せ：産業
振興課☎ 296－5895

■その他相談
　日時：平日（月～金曜日）　午前８時 30

分～午後５時　場所 ･ 問合せ：総務課
☎ 296－1214

ごみ・資源収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

2/11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

…ごみ収集日　A…亀井・今宿地区　B…ニュータウン地区
…可燃物 …不燃物・有害ごみ …紙・布類 …ペットボトル
…びん・かん類 …その他容器包装プラスチック類

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

不

不

不

不

不

資紙 資ペ

資ペ

資ペ

資紙

資紙資プ

資紙

資紙資プ

資ペ

資ペ

資び

資び

資び

資び

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

AA

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B
B

B

B

B

B

B

B

B

BB

B

B

B

B

B

B

ひとくちメモ ごみを減らそう！正しく出そう！

安
心
の
今
日　

明
日
の
た
め
に

暮

広
場

ら
し
の

暮らしの広場

保健センター
便り

２月中旬～３月上旬

保健センター
TEL 296－2530
FAX 296－2832

教
　
　
　
室

健
　
　
診

相
　
　
　
談

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

み
な
さ
ん
の
不
安
や
悩
み
に
対

し
、臨
床
心
理
士
及
び
保
健
師
、精

神
保
健
福
祉
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
予
約
制
）

対
象　

町
内
在
住
の
方

日
時　

３
月
９
日（
水
）　

午
後
２

　
　
　

時
～
４
時

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　

出
産
予
定
日
が
平
成
28
年

　
　
　

４
月
１
日
～
７
月
31
日
の

　
　
　

妊
婦
と
そ
の
家
族

期
日　

２
月
28
日（
日
）・
３
月
５

　
　
　

日（
土
）（
２
日
間
）

受
付　

午
前
９
時
～
９
時
30
分

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
乳
児
健
診

対
象　

①
平
成
27
年
９
～
10
月
生

　
　
　
（
３
～
５
か
月
児
）

　
　
　

②
平
成
27
年
３
～
４
月
生

　
　
　
（
９
～
11
か
月
児
）

期
日　

２
月
16
日（
火
）

受
付　

①
午
後
１
時
15
分
～
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
35
分
～
50
分

●
３
歳
児
健
診

対
象　

平
成
24
年
10
～
12
月
生

期
日　

２
月
26
日（
金
）

受
付　

午
後
１
時
15
分
～
45
分

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
乳
幼
児
健
康
相
談

対
象　

生
後
４
か
月
～
４
歳

期
日　

①
２
月
23
日（
火
）

　
　
　

②
３
月
８
日（
火
）

時
間　

①
午
前
10
時
～
11
時

　
　
　

②
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　

①
つ
ど
い
の
広
場（
ぽ
っ
ぽ
）

　
　
　

※
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か

　
　
　

ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

②
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

私
た
ち
の
身
体
の
中
を
流
れ
て

い
る
血
液
は
、生
命
を
維
持
す
る

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。血
液
は
生
き
て
い
る
細

胞
で
あ
り
、医
療
技
術
が
発
達
し

た
現
在
で
も
血
液
と
ま
っ
た
く
同

じ
作
用
を
持
つ
も
の
を
人
工
的
に

つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
生
命
を
救
う

た
め
、み
な
さ
ん
の
献
血
へ
の
ご

協
力
に
よ
り
血
液
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま

す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　梅のつぼみも膨らみ始
め、寒さの中にも早春の息
吹きが感じられる季節とな
りました。多くの方にご参
加いただきました平成 27
年度はとやま毎日 1 万歩運
動も２月で最終月です。
　毎月参加者からご報告いただく歩数記録を拝見すると、皆さんが
それぞれご自身の生活リズムに合わせてウォーキングをされてい
る様子が分かります。習慣になれば、私たちの生命維持装置ともい
える心肺機能や脳をはじめ、内臓、筋肉、それに精神まで鍛錬し向上
させることができるウォーキング。ぜひ、今後も継続していただき
たいと思います。
　
■問合せ：町保健センター　☎ 296－2530

12 月の歩数上位３名
１位：黒田　省三さん 831,829 歩
２位：中村　昇さん　 650,204 歩
３位：宮本きよ子さん 512,276 歩

おめでとうございます！

～はとやま毎日１万歩運動～　今月の　　 っとニュース歩
ほ

休日や夜間の急病相談
①小児救急電話相談、②おと
なの救急電話相談

■電話番号：①＃ 8000、②＃ 7000
（ダイヤル回線、IP 電話､ひかり電
話の場合）①☎ 048－833－7911、
②☎ 048－824－4199
■相談時間 : ①（月～土曜日） 午後
７時～翌朝７時､（日曜日、祝日、年
末年始）午前９時～翌朝７時、②毎日　
午後６時 30 分～ 10 時 30 分まで

※平日夜間時のお子さんの急病・けがなどは「比企地区こども夜間救急センター（☎ 0493－22－2822）」まで（祝日、年末年始を除く）。　受付時間：
月～金曜日の午後７時 30 分～ 10 時　診察時間：月～金曜日の午後８時から　場所：東松山医師会病院内（東松山市新明町 1－15－10）

２月の休日当番医 ※診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 診療科目 電話番号

７日（日） 野崎医院（小川町） 内科、外科、皮膚科 0493－72－0101

11日（祝） 吉田産婦人科内科医院（東松
山市）

内科、産婦人科、小児
科 0493－24－1002

14日（日） 埼玉成恵会病院（東松山市） 内科、外科、整形外科 0493－23－1221

21日（日） 村山内科小児科クリニック
（東松山市） 内科、小児科 0493－39－3483

28日（日） 横山内科循環器科医院（東松
山市）

内科、心臓内科、循
環器内科 0493－24－3225

願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
26
日（
金
）　

午
前

10
時
～
午
後
１
時
、午
後
２
時
15

分
～
４
時

■
場
所　

今
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

■
内
容　

２
０
０
m
ℓ
と
４
０
０

m
ℓ
の
献
血

■
対
象　
【
年
齢
】16
歳（
４
０
０

m
ℓ
は
男
性
は
17
歳
、女
性
は
18

歳
）
～
69
歳（
た
だ
し
、65
歳
以
上

の
方
は
、健
康
を
考
え
60
歳
～
64

歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に

限
り
ま
す
。）　
【
体
重
】男
性
45
㎏

以
上
／
女
性
40
㎏
以
上（
４
０
０

m
ℓ
は
男
女
と
も
50
㎏
以
上
）

■
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

今月のテーマ

　家庭から出る生ごみは、８割程度が
水分です。生ごみは、捨てる前に、三角
コーナーやネット等でよく水分を切っ
てから捨てましょう。
　水分を燃やすためにエネルギーを消
費するのは、地球にもお財布にも、やさ
しくないことです。

切ってから捨てましょう。
生ごみは、水分を
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　１月 16 日、鳩山を歩きながら自然の美しさや郷土の
歴史などに触れることで、郷土を愛する心を育てよう
と、「のびのび鳩山」と「わんぱく学級」の合同企画とし
て、「鳩山から富士山を眺めよう」（主催：町生涯学習課）
が開催され、児童 23 人が町内を徒歩で巡りました。
　当日は、町農村公園駐車場を出発し、石坂の森を散策
した後、見晴らしの丘で富士山を望みました。空に霞み
がかかっていたため、うっすらとした富士山の観賞とな
りましたが、大人の足で約 12,000 歩の道のりを、全員が
歩ききりました。

※「のびのび鳩山」は、小学校１～３年生を対象に年６回行わ
れている人権教育推進事業で、「わんぱく学級」は小学校３
～６年生を対象に年６回行われている世代別特定講座です。

人
生
を
も
っ
と
楽
し
も
う

生
涯

習
■ライブラリー

町立図書館 ☎ 296-5660

■カルチャー
公民館・文化会館 ☎ 296-2774

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

本
か
ら
始
ま
る
新
た
な
発
見

カ
ル
チ
ャ
ー

文
化
に
ふ
れ
て
い
き
い
き

生涯学習

２
月
の
図
書
館
休
館
日

２
月
の
公
民
館
休
館
日

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）

１１
日
（
祝
）

１５
日
（
月
）～
１９
日
（
金
）

２２
日
（
月
）・
２９
日
（
月
）

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）

１１
日
（
祝
）・
１５
日
（
月
）

２２
日
（
月
）・
２９
日
（
月
）

　

こ
ど
も
お
は
な
し
会

パ
ソ
コ
ン
相
談
会
２
月
分

　

う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
の
部
屋

　

平
成
28
年
度　
　
　
　
　

　

彩
の
国
い
き
が
い
大
学　

　

学
生
募
集　

　

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館

　

寿
大
学
「
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
」

　

｢

ふ
れ
あ
い
演
奏
会｣

開
催

　

シ
ネ
マ
ホ
ー
ル

　

大
学
の
開
放
授
業
講
座　

　

参
加
者
募
集　

開
催
日　

２
月
14
日（
日
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10

分（
予
定
）（
開
場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所　

町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

出
演　

滑
川
町
立
滑
川
中
学
校
吹

奏
楽
部
・
嵐
山
町
立
玉
ノ
岡
中
学

校
吹
奏
楽
部
・
鳩
山
中
学
校
吹
奏

楽
部

内
容　

各
校
の
単
独
演
奏
、合
同

演
奏
の
４
部
構
成
で
す
。

入
場
料　

無
料（
入
退
場
自
由
）

申
込　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

当
日
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

寿
大
学
受
講
生
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日（
金
）午
後
１
時

～
２
時
30
分（
予
定
）※
開
場
は
午

後
０
時
30
分

会
場　

町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料（
入
退
場
自
由
）

内
容　

寿
大
学
受
講
生
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
、舞
踊
の
発
表

　

子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
育
み
、

心
を
つ
な
ぐ
交
流
の
場
。町
の
小

さ
な
演
奏
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■「
キ
ー
ト
ン
の
セ
ブ
ン
・
チ
ャ

ン
ス
」

日
時　

２
月
14
日（
日
）午
後
２
時

か
ら（
56
分
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

■
①「
と
っ
と
こ
と
っ
と
こ
」②

■
た
の
し
い
絵
本
を
読
み
、折
り

紙
を
し
た
後
、子
ど
も
映
画
会（
上

映
作
品「
浦
島
太
郎
」ほ
か
）を
し

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
６
日（
土
）、２
月
20

日（
土
）　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分
頃

場
所　

町
立
図
書
館
・
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

　
「
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
分
か
ら

な
い
」な
ど
、パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る

質
問
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み

可
）

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

期
日　

２
月
19
日（
金
）

相
談
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
４

時
15
分（
入
退
室
自
由
）

場
所　

町
中
央
公
民
館
１
階
ロ

ビ
ー

費
用　

無
料

受
付　

当
日
、町
中
央
公
民
館
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
予
約

不
要
）

のびのび鳩山・わんぱく学級共催

「鳩山から富士山を眺めよう」を実施

「
は
ね
は
ね
は
ね
ち
ゃ
ん
」③「
こ

り
ゃ
ま
て
ま
て
」④「
も
も
ん
ち
ゃ

ん
の
っ
し
の
っ
し
」

日
時　

①
②
２
月
12
日（
金
）、③

④
２
月
26
日（
金
）い
ず
れ
も
午
前

11
時
か
ら

場
所 

つ
ど
い
の
広
場
ぽ
っ
ぽ（
多

世
代
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
）

内
容　

愛
す
る
メ
ア
リ
ー
に
告
白

で
き
な
い
証
券
マ
ン
に
、27
歳
の

午
後
７
時
ま
で
に
結
婚
す
る
と
い

う
条
件
つ
き
の
７
０
０
万
ド
ル
の

遺
産
が
転
が
り
込
む
。無
数
の
花

嫁
候
補
に
追
い
か
け
ら
れ
、よ
う

や
く
メ
ア
リ
ー
の
家
に
た
ど
り
つ

く
が
…
。チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、ロ
イ
ド

と
並
ぶ
３
大
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ひ

と
り
、バ
ス
タ
ー
・
キ
ー
ト
ン
の

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
。

場
所　

町
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

■「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
バ
ン
ケ
ッ
ト
」

日
時　

３
月
13
日（
日
）午
後
２
時

か
ら（
１
０
８
分
）

　

２
月
15
日（
月
）か
ら
19
日（
金
）

ま
で
、図
書
館
の
資
料
を
一
斉
に

点
検
す
る
た
め
休
館
し
ま
す
。そ

の
間
、所
蔵
調
査
な
ど
の
お
問
い

合
わ
せ
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

蔵
書
点
検
は
当
館
の
12
万
点
以

上
の
資
料
を
一
点
一
点
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
の
で
、大
変
時
間
が
か
か

り
ま
す
。し
か
し
、不
明
本
、延
滞

本
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、図
書
が

定
め
ら
れ
た
場
所
に
あ
る
か
ど
う

か
調
べ
る
た
め
の
大
変
重
要
な
作

業
で
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

多世代活動交流センター

「美術・出土品展示室」情報

内容：【美術展示室】町所蔵笹島喜平版画展「浮
かび上がる仏の世界～荒ぶる仏とほほ笑む女神
～」
【出土品展示室】鳩山窯跡群～ 25 年を過ぎて振り
返る大発掘　※新沼窯跡から出土した瓦のミニ
展示も実施中
開室日：土・日曜日、祝日を除く平日
開室時間：午前９時～午後５時（入室は午後４時
30 分まで）
入室料：無料
問合せ：町教育委員会 生涯学習課 文化財分室
☎ 296－3862

出土品
展示室

内
容　

ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
を
両
親

に
隠
し
、恋
人
の
男
性
・
サ
イ
モ

ン
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
暮
ら
す
偉

同（
ウ
ェ
イ
ト
ン
）。両
親
に
結
婚

を
急
が
さ
れ
て
い
る
彼
は
サ
イ

モ
ン
の
ア
イ
デ
ア
で
、グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
を
欲
し
が
っ
て
い
る
威
威

（
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ
）と
偽
装
結
婚
す

る
こ
と
に
。し
か
し
、息
子
か
ら
の

手
紙
で
結
婚
を
知
っ
た
両
親
が
、

式
に
出
席
し
た
い
と
台
湾
か
ら

や
っ
て
来
て
し
ま
う
。両
親
と
サ

イ
モ
ン
同
席
の
も
と
、偉
同
と
威

威
は
市
役
所
で
簡
単
な
式
を
済
ま

せ
る
の
だ
が･･･

。

対
象　

県
内
在
住
で
昭
和
31
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

募
集
課
程　

①
一
般
課
程（
川
越

学
園
） 

②
専
攻
課
程（
東
松
山
嵐

山
学
園
）

回
数　

①
年
30
回（
木
曜
開
催
）　

②
年
38
回（
木
曜
開
催
）

会
場　

①
ウ
ェ
ス
タ
川
越　

②
国

立
女
性
教
育
会
館

定
員　

①
１
３
０
人　

②
80
人

内
容　

①
一
般
教
養
の
学
習
と
ク

ラ
ブ
活
動
等　

②
一
般
教
養
、専

門
科
目
の
学
習
と
ク
ラ
ブ
活
動
等

費
用（
年
額
）　

①
２
万
９
５
０
０

円　

②
４
万
２
０
０
０
円

申
込　

２
月
29
日（
月
）（
必
着
）ま

で
に
は
が
き
を
送
付
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http:// w

w
w

.ikg-
saitam

a.jp/university/index.
htm

l

）か
ら

問
合
せ　
【
一
般
課
程
】公
益
財
団

法
人 

い
き
い
き
埼
玉 

高
齢
者
い
き

が
い
支
援
担
当
☎
０
４
８

－７
２
８

－

７
９
５
１　
【
専
攻
課
程
】彩
の

国
い
き
が
い
大
学
東
松
山
学
園
☎

０
４
９
３

－２
２

－０
２
９
５

　

55
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
、

19
の
大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

科
目
を
開
放
し
ま
す
。

期
間　

お
お
む
ね
４
月
～
８
月

場
所　

県
内
18
大
学（
東
京
電
機

大
学
含
む
）、都
内
１
大
学

科
目　

経
済
政
策
、政
治
学
、社
会

福
祉
、語
学
な
ど

費
用　

各
科
目
１
万
円
程
度

申
込　

２
月
１
日（
月
）以
降
、各

大
学
へ
直
接
申
込（
募
集
案
内
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

問
合
せ　

県
高
齢
者
福
祉
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
２
６
３

お
知
ら
せ

場
所　

町
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

参加した児童ら
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募 集

おしらせのページ ※おしらせのページはこちらのページから始まります ※おしらせのページは左ページから始まります

町中央公民館からのお知らせ
 臨時職員募集

町民体育館からのお知らせ
 臨時職員募集

「ヒラタケ栽培教室」
「ジャガイモ栽培教室」

参加者募集

西入間広域消防組合
上級救命講習会

参加者募集

ちびっこ探険学校ヨロン島
参加者募集

放送大学４月入学生募集

ガラスエ芸体験工房
ガラスエ芸体験 参加者募集

町公式フェイスブック・ツイッター
登録をお待ちしています

有料広告・バナー
広告　募集中

掲載場所：【有料広告】広報はとやま　【バナー広告】町ホームページ　規格：【有
料広告】① 178mm × 48mm　② 89mm × 48mm　【バナー広告】60 × 120 ピ
クセル　掲載料金：【有料広告】① 20,000 円／回　② 10,000 円／回　【バナー広
告】10,000 円／月　問合せ：役場政策財政課 広報広聴担当☎ 296－1212

募集人員：２人　応募資格：平
成 28 年４月１日現在、60 歳未満
で簡単なパソコン操作のできる方　
勤務期間：平成 28 年４月１日～９
月24日（火～土曜日で週に３日以
内で交代勤務）　勤務内容：職員
の補助業務　勤務時間：午前８時
30 分～午後５時 15 分（休憩時間
60 分）　時給：850 円（社会保険・
健康保険・雇用保険なし、労災保
険加入、通勤手当なし）　採用の決
定：書類・面接により決定　申込・
問合せ：３月10日（木）までに履歴
書持参の上、町中央公民館（☎ 296
－2774）までお申し込みください。

募集人員：１人　応募資格：平
成 28 年４月１日現在、60 歳未満
で簡単なパソコン操作のできる
方　勤務期間：平成 28 年４月１
日～９月30日（週５日勤務）　勤務
内容：体育施設使用申請等受付・
主催事業補助・その他事務　勤
務時間：午前８時 30 分～午後５
時 15 分（休憩時間 60 分）　時給：
850 円（社会保険・雇用保険加入、
通勤手当なし）　採用の決定：書
類・面接により決定　申込：２月
８日（月） ～ 22日（月）の期間に履
歴書を持参の上、町民体育館へお
申し込みください。　問合せ：役
場生涯学習課 生涯スポーツ担当
☎ 296－4900（町民体育館）

内容：①ヒラタケ栽培教室　②
ジャガイモ栽培教室　日時：①【種
塗り】３月８日（火）午後１時 30 分
から　②【畑づくり】３月８日（火）
午前９時 30 分から　【種イモの
植付け】３月14日（月）午前９時 30
分から　場所：①農村公園活性
化施設前　②農村公園体験農園　
参加費：① 1,200 円　② 1,400 円

（いずれも当日集金）　定員：① 15
人　② 20 人（いずれも、定員を超
えた場合は抽選）　申込期間：①
２月18日（木）～ 25日（木）　②２
月 24 日（水）～３月２日（水）（い
ずれも土・日曜日は除く）　抽選
発表：①２月 26日（金）以降　②
３月３日（木）以降　申込・問合せ：
役場産業振興課 地域活性化担当
☎ 296－5895

日時：３月13日（日）　午前９時～午
後５時　場所：西入間広域消防組
合　消防署（毛呂山町）　費用：200
円（テキスト代等）　定員（先着順）：
20 人　申込：２月１日（月）～ 29日

（月）までに、消防署または各分署に
お申し込みください。※講習終了後、
修了証を交付します。なお、原則とし
て普通救命講習修了者がステップ
アップを図る内容となります。　問
合せ：西入間広域消防組合 消防
署☎ 295－0119　鳩山分署☎ 296－
0119　越生分署☎ 292－4119

　全国から参加する仲間との共同
生活や野外活動を通して、友だち
作りの楽しさ、助け合い、挑戦する
心などを育てませんか。
対象：小学２～６年生（平成 28 年
２月末現在）　期間：３月26日（土）
～４月１日（金）（６泊７日）　場所：
鹿児島県大島郡与

よ ろ ん

論島
と う

　説明会：
２月28日（日） 午後３時 30 分～４
時 30 分（東京都品川区内。詳細は
下記まで）　費用：144,000 円（羽田
空港出発時）　定員：日本人小学
生 200 人、在日外国人小学生 100
人　申込締切：３月４日（金）　問
合せ：公益財団法人国際青少年
研修協会☎ 03－6417－9721

　放送大学は、テレビなどの放送
やインターネットで授業を行う通信
制の大学です
科目：心理学・福祉・経済・歴史・
文学・自然科学など　出願期間：
３月20日（日）まで　※資料を無料
で差し上げています。　問合せ：
放送大学埼玉学習センター☎ 048
－650－2611、放送大学ホームペー
ジ（http://www.ouj.ac.jp）

日時：毎週土曜日　午前 10 時～
正午（予約制）　場所：多世代活動
交流センター　費用：とんぼ玉（２
個）　1,000 円　グラス絵付け（１
個）　800 円　問合せ：はとやまが
らす事務局 金子☎ 296－4812（留
守番電話に伝言いただければ、折
り返しご連絡します。）

　行政情報や町の話題を発信中です。ぜひ、ご登録をお願いします。また、
情報の積極的なシェアまたはリツイートも併せてお願いします。
登録方法：【フェイスブック】https://www.facebook.com/hatoyamatown
にアクセスし、トップ写真右下にある「いいね」ボタンをクリックします。　【ツ
イッター】https://twitter.com/hatoyamatown にアクセスし、トップ写真
右下にある「フォロー」ボタンをクリックします。　※いずれも、登録にはサー
ビスへの利用登録の手続きが必要となります。（閲覧のみは、利用登録不要）　
問合せ：役場政策財政課 広報広聴担当☎ 296－1212

小中学校臨時的任用講師等 町立小・中学校校務員兼給食配膳員

亀井小学校通学バス運転手

ボランティア教育相談員

町立鳩山幼稚園事務補佐員

町立小学校特別支援教育支援員

募集人数：Ａ類〔小学校学習支援講師〕小学校教員３
人　Ｂ類〔小・中学校少人数学級編制支援講師〕＝小
学校教員２人、中学校教員４人（国語・理科・数学・美術）　
Ｃ類〔幼稚園学習支援講師〕＝幼稚園教員１人　Ｄ類

〔小学校英語指導講師〕＝２人　応募資格：①平成 28
年４月１日現在で 65 歳未満の方 ②教員免許状（１種ま
たは２種）所有の方。ただし、Ｄ類については、免許状の
有無は問いません。 ③健康状態が良好な方　勤務内
容：Ａ類・Ｃ類＝平成 28 年４月４日～平成 29 年３月
24日の間の小学校 180日、幼稚園 202日、週５日、６時間
/日　Ｂ類＝平成 28 年４月４日～平成 29 年３月24日
の間の 210日、週５日、７時間 45 分 /日　Ｄ類＝勤務日
は別に定めた日　※いずれも土・日曜日、祝日、長期休
業日を除く　時給 : Ａ類・Ｂ類・Ｄ類 =1,500 円　Ｃ類
=1,100 円（いずれも通勤手当なし）　選考試験（面接）：
２月21日（日）または教育委員会が指定する日

募集人数：小学校２人、中学校１人　応募資格：①平
成 28 年４月１日現在で 60 歳未満の方　②健康状態
が良好な方　勤務内容：平成 28 年４月４日～平成 29
年３月24日の間の 204日、週５日、５時間 30 分～７時
間 45 分 /日（土・日曜日、祝日および長期休業日を除く） 
時給：850 円（通勤手当なし）　選考試験（面接）：２月
21日（日）または町教育委員会が指定する日

　亀井小学校児童の下校時
のマイクロバス運転手を募集
します。

募集人数：１人　応募資格：平成 28 年４月１日現在
70 歳未満で大型自動車運転免許所持の方。　勤務期
間：平成 28 年４月４日～平成 29 年３月24日の間で火
曜日～金曜日（月・土・日曜日、祝日および長期休業日、
学校行事により運行しない日を除き、２人による１台の
バスのローテーション勤務となります）　勤務時間：午
後２時～５時　時給：1,000 円　選考試験（面接）：後
日連絡します

　いじめや不登校など、児童・
生徒、保護者の教育に関する
悩みの相談・援助活動を行う
ボランティア教育相談員を募
集します。

募集人数：２人　勤務期間：平成 28 年４月１日～平成
29 年３月31日の間で年間 225日（土・日曜日、祝日およ
び長期休業日を除く）　勤務時間：４～６時間程度 /日　
報償：3,000 円／日　選考試験（面接）：２月21日（日）ま
たは教育委員会が指定する日　勤務先：鳩山中学校
さわやか相談室

出願期間： ２月１日（月）～ 12日（金）（出願書類など詳細
について必ず事前にお問い合わせください。）

問合せ：町教育委員会 教育総務課☎ 296－1227

募集人数：１人　応募資格：①平成 28 年４月１日現
在 60 歳未満の方で健康な方　②簡単なパソコン操作
のできる方　勤務内容：平成 28 年４月４日～平成 29
年３月27日の間の 242日、週５日、７時間 45 分 /日（土・
日曜日、祝日を除く） 時給：850 円（通勤手当なし）　選
考試験（面接）：後日連絡します

募集人数：５人　応募資格：①平成 28 年４月１日現
在で 60 歳未満の方　②健康で特別支援教育に理解
がある方　勤務内容：平成 28 年４月４日～平成 29 年
３月24日の間の 180日、週５日、５時間 30 分 /日（土・
日曜日、祝日および長期休業日を除く） 時給：860 円（通
勤手当なし）　選考試験（面接）：２月21日（日）または町
教育委員会が指定する日

教育の現場で一緒に働いてみませんか
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催 し

相 談

お知らせ

おしらせのページ

　公園デビューはちょっと苦手。でも「この子にお友
だちと私にママ友もほしいかな」というママに。
日時：２月 12 日（金）・３月 11日（金）　午前 10 時～
正午　場所：ひばり子育て支援センター　参加費：
無料　※ママ用のカップとお子さんの飲み物をお持
ちください。託児は無料です。　問合せ：ひばり子
育て支援センター☎ 296－5694

内容：お散歩、折り紙制作、クッキング、伝承遊び、ごっ
こ遊び、水遊びなど　時間：午前 10 時～ 11 時 30 分　
【カンガルールーム】対象：０歳児（生後３か月から）、
１歳児　開催日：２月10 日・24 日・３月２日・９日（各
水曜日）　【コアラルーム】対象：２歳児、３歳児　開
催日：２月９日・23 日・25 日・３月１日・３日・８日・
10 日（各火・木曜日）　場所・問合せ：ひばり子育て
支援センター☎ 296－5694

　外出するのはちょっと大変という方に、保育士・看
護師が適切なアドバイスをします。
受付期間：平日（月～金）　午前９時～午後５時　問
合せ：ひばり子育て支援センター☎ 296－5694

　入園前の幼児を対象に、親子で参加できる保育体
験を実施しています。
日時：２月 22 日（月）・３月２日（水）　午前９時～午
後１時　対象：平成 23 年４月２日～平成 24 年４月
１日生まれの幼児と保護者　費用：保険料 600 円（初
回のみ）　場所・問合せ：町立鳩山幼稚園☎ 296－
0592

はとやま子育てネットワーク くるっくー

ママのおしゃべりタイム 

ひばりキッズルーム

ひばり子育て相談（電話相談）

町立鳩山幼稚園保育体験

子育て支援情報平成27・28年度鳩山町入札参加
資格審査追加申請受付

平成28年度重度心身障害者福祉
タクシー利用券を交付します

※おしらせのページはこちらのページから始まります

受付方法：郵送受付のみ　受付期間：２月８日（月）
～ 19日（金）（消印有効）　※窓口に持参された場合
および受付期間以外は、申請書類の受付はできませ
ん。　申請書類：町ホームページからダウンロード　
※ご申請の前に必ず、町ホームページに掲載の「手引
き」をご確認ください。　分類：①その他業務　②物
品納入　※工事請負および業務委託（設計・調査・
測量、土木施設維持管理）は、「埼玉県電子入札共同
システム」による共同受付となっていますのでご注意
ください。　有効期間：平成 28 年４月１日～平成 29
年３月31日まで　問合せ：役場政策財政課 財政・
管財担当☎296－1211  内線 224　※午前９時～正午、
午後１時～４時まで（平日のみ）

　町では、重度心身障がい者の社会生活圏の拡大と
経済的負担の軽減を目的に、福祉タクシー利用券の交
付を行っています。
対象：身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ⓐ・Ａ、精
神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方　※た
だし、施設入所者を除く。　交付場所：健康福祉課（庁
舎１階）または役場東出張所　交付開始日：３月11日

（金）から　※土・日曜日、祝日を除く

重度心身障害者自動車燃料費補助金の
ご請求をお忘れなく

補助対象：対象となる燃料費の領収書の日付が、平成
27 年４月１日から平成 28 年３月31日までのもの　平
成27年度分の請求期限：平成 28 年４月11日（月）ま
で　※請求期限を過ぎて請求されたものは、お支払い
することができませんのでご注意ください。

問合せ：役場健康福祉課☎ 296－1241　FAX296－3390

２月中旬～３月上旬

東松山・小川地区消費生活講演会
 メディア・リティラシーを学ぶ！

～メディアからの情報を
うまく読み取ろう！～

ものつくり大学
特別公開講座

『世界に誇る日本の文化財建造物』

税に関する無料相談

平成27年度メンタルヘルス講演会
 家族のための統合失調症入門

～豊かな生き方に向かって～ おめでとうございます
100歳の祝状贈呈

テロを許さない安全な
街づくりにご協力を

日時：２月26日（金） 午後２時～３
時 30 分（受付開始は午後１時 30
分から）　場所：町中央公民館 ３
階 第一研修室　講師：中西 明美
先生（女子栄養大学 給食システム
研究室 専任講師）　費用：無料（事
前申込不要）　問合せ：役場産業
振興課 地域活性化担当☎ 296－
5895

日時：２月19日（金） 午後２時～
４時（開場は午後１時 30 分から）　
場所：パレスホテル大宮 ４階 ロー
ズルーム（さいたま市大宮区桜木
町 1－7－5）　内容：講演「世界に
誇る日本の文化財建造物」（講師：
㈱小西美術工藝社 デービッド・
アトキンソン氏）　定員：300 人　
費用：無料　申込：住所・氏名・
連絡先を明記の上、２月９日（火）

（必着）までに一般社団法人 埼玉
県経営者協会へＦＡＸ（048－641
－0924）にて　問合せ：ものつくり
大学☎ 048－564－3819

まちづくり応援基金（ふるさと納税）
平成27年の寄附状況をお知らせします

　お寄せいただいた寄附金は、「まちづくり応援基金」に
積み立てた後、寄附をしていただいた方の意向を踏まえ、
６つの事業に活用させていただきます。平成 27 年は、次
のとおり寄附をいただいています。
■問合せ　役場政策財政課 財政・管財担当☎ 296－
1212
※ なお、町では、財源確保・地方創生の一環で、まちづく

り応援基金（ふるさと納税）の返礼品制度を１月14日
から開始しましたので、併せてご報告します。詳細は町
ホームページをご覧ください。

　　国民健康保険税の課税限度額を引き上げます

　地方税法の改正に伴い、平成 28 年度から下表のとおり課税限
度額を引き上げます。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◆寄附いただいた方

※�税率および課
税方式（４方
式）は変わり
ません。

（公表を希望しない部分は省略してあります。）

税理士による

所得税の還付無料相談
対象：年収 600 万円以下の方で、
①年金受給者　②給与所得者で
医療費控除を受けたい方　③年
の中途で退職された方　日時：２
月１日（月）～ 15日（月）

税理士記念日における

税に関する無料相談
日時：２月23日（火） 午前 10 時～
午後４時

場所・申込・問合せ：いずれも、
事前に関東信越税理士会東松山
支部 事務局（☎ 0493－25－2670）
までご連絡ください。（受付時間：
午前 10 時～午後３時）

日時：２月 28日（日） 午後１時 30
分～４時（開場：午後１時）　場所：
鶴ヶ島市役所 503・504 会議室　
内容：簡単ストレッチ、講演　定
員：100 人（申込順）　参加費：無
料　申込・問合せ：坂戸保健所
☎ 283－7815

　小峰太蔵さん（今宿）が、１月４日
に100 歳を迎えられ、同日、町長室で
祝状が贈呈されました。
　おめでとうございました。

　埼玉県警察では、2020 年東京
オリンピック・パラリンピック競技
大会に向けて、11月20日、関係行
政機関のほか、競技会場や公共交
通機関、ライフライン事業者、宿泊施
設などの 62 の官民事業者・団体
で構成するテロ対策「彩の国」ネット
ワークを設立しました。
　テロを画策する者は、必ず事前に
現場の下見を行うなど準備を行っ
ています。テロを未然に防止するた
め、不審者（物）を見かけたら110 番
または西入間警察署（☎ 284－0110）
まで通報をお願いします。

祝
状
を
受
け
る
親
族
の

和
夫
さ
ん（
写
真
右
）

氏名・居住地 寄附額 充当事業

安藤�かずえ�様 500,000 円
安全で潤いのあるま
ちづくりに関する事
業

匿名希望 非公表 文化創造のまちづく
りに関する事業

長谷川�晃�様 非公表

環境と共生するまち
づくり・協働による
まちづくりに関する
事業

高橋�宗平�様
（鶴ヶ島市） 500,000 円

事業の選択は町長に
委任（北部地域活性
化事業を希望）

区　分 改正前 改正後 増額
国民健康保険分 51万円 52 万円 1 万円

後期高齢者支援金分 16万円 17 万円 1 万円
介護保険分 14万円 16 万円 2 万円
合　計 81万円 85 万円 4 万円

■問合せ　役場税務課 賦課担当☎ 296－5892 または役場町民
課 保険年金担当☎ 296－5891
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人口と世帯

２月の納税・納付

１月１日現在、（　）は対前月比

12 月の出生数 ８人

人口
男
女

世帯

14,389人
7,099人
7,290人

5,939世帯

（＋ ８）
（＋ ７）
（＋ １）
（＋ ７）

町・県民税　　　　　　　　　　
固定資産税　　　　　　　　　　
国民健康保険税　　　　　　　　
後期高齢者医療保険料　　　　　
介護保険料　　

（随  時）
（第４期）
（第８期）
（第８期）
（第８期）

●納期限を過ぎないよう、コンビニ納付や
　口座振替をご利用ください。

編
・
集
・
室

　

今
月
号
で
は
、３
月
か
ら
始
ま
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」を
ご
案
内
し
ま
し
た
。事
業
で
進

め
る『
支
え
合
い
』の
仕
組
み
づ
く
り
に

は
、事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、そ
し
て
町
民
の

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

紙
面
で
も
ご
紹
介
し
た「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
講
座
」第
１
回
の
佐
藤
先

生
の
講
演
で
、印
象
的
な
言
葉
に
い
く

つ
か
出
会
い
ま
し
た
。

　
「
支
え
合
い
と
は
、面
倒
な
こ
と
を

少
し
ず
つ
分
か
ち
合
う
こ
と
で
も
あ

　

成
人
者
誓
い
の
こ
と
ば（平

成
28
年
成
人
式
よ
り
要
約
抜
粋
）

　　

今
、私
の
後
ろ
を
見
渡
す
と
、そ
こ
に
は
懐
か
し
い
顔
が
並
ん
で

い
ま
す
。久
々
に
会
う
仲
間
は
、と
て
も
懐
か
し
い
と
感
じ
る
と
同

時
に
、当
時
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

心
か
ら
尊
敬
で
き
、刺
激
し
あ
え
る
仲
間
を
持
っ
た
こ
と
は
私
の
誇

り
で
す
。

　

い
よ
い
よ
今
日
か
ら
私
た
ち
は
成
人
と
し
て
社
会
人
の
一
員
と

な
り
ま
す
。様
々
な
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、重
大
な
責
任

や
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
一
人
一
人
が
、一
つ
一
つ

の
行
動
に
よ
り
責
任
を
持
ち
、社
会
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く

の
か
を
考
え
、常
に
向
上
心
を
持
っ
て
前
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

日
本
や
世
界
を
担
っ
て
い
く
の
は
、間
違
い
な
く
若
い
世
代
で
あ

る
私
た
ち
で
す
。し
か
し
、私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。次
々
と

立
ち
は
だ
か
る
様
々
な
問
題
に
立
ち
向
か
う
為
、こ
れ
か
ら
始
ま
る

成
人
と
し
て
の
長
い
人
生
の
中
で
、少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
感
謝
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、日
頃
か
ら
私
達
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
家
族
で
す
。今
ま
で
沢
山
の
心
配
や
迷

惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
が
、こ
こ
ま
で
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。ま
た
、導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
な
ど
に
も
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
へ
の
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
成
人
し
て
社
会
に
貢

献
し
、私
た
ち
の
故
郷
、こ
の
鳩
山
町
に
い
つ
か
恩
返
し
を
す
る
こ

と
を
決
意
し
て
、誓
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

新
成
人
代
表　

小
西
拓
志

◆�このコーナーではご家族・ご友人などに向けた「作文」
「手紙」「作品」などをご紹介いたします。
◆�自分の想いを形に残したい、あの人のあの想いや言葉
を形に残したい、という方がいらっしゃいましたら、ぜ
ひ左記までご連絡ください。（先着順）
◆�お寄せいただいた内容が、広報紙への掲載には不適切
である場合や指定分量（文字数500字程度）を超える
場合、掲載をお断りするか、編集のご相談をさせていた
だくことがあります。また、内容によっては「みんなの広
場」の投稿欄などに掲載する場合もあります。何卒ご容
赦願います。

伝承鳩
～文字でつなぐ 人の心～

でん ばとしょう

る
」「
一
方
的
に
助
け
ら
れ
る
だ
け
で

は
地
域
で
居
づ
ら
く
な
る
」「
支
え
ら

れ
る
側
か
ら
も
力
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
る
」な
ど
の
言
葉
は
、こ
れ
ま
で
の
取

材
で
感
じ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。同
時
に
、私
た
ち
の
暮
ら
す
世
界

は
足
し
算
で
で
き
て
い
る
、そ
ん
な
思

い
を
抱
き
ま
し
た
。

　

鳩
山
に
更
な
る
プ
ラ
ス
が
増
え
る

よ
う
、そ
し
て
プ
ラ
ス
が
つ
な
が
り
、時

に
は
掛
け
合
わ
さ
る
よ
う
、広
報
と
い

う
ツ
ー
ル
で
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。（
黒
田
） 同年３月11日に発生した

東日本大震災。その避難者
受入準備のボランティア
を募る説明会に、多くの方
が駆けつけた様子が伝え
られています。【平成 23
年５月（No.469）号より】

平成23年３月27日
仮設住宅支援ボランティア
説明会に約500人が参加

説明会終了後、合計で 397人が
ボランティア登録しました。

広報写真で振り返る町の歴史広報写真で振り返る町の歴史 �


